
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年の 3 月に吉川市包括連携

を市内の郵便局 5 か所と締結しま

した。8 月に「㈱中里薬局」と協

定を結び、協力事業所数は昨年か

ら 6 事業所増え７４事業所となり

ました。 

※詳細は裏面をご参照ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度の連絡会以降、報告のあっ

た行方不明者件数は、11 件です。そ

のうち、今年の 4 月に依頼のあった

1 件は未だに発見されていません。 

☛ 事業所からの情報提供で未然に解

決したケースもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 今年の孤独死の件数は吉川市

内で 3 件ありました。 

これからの季節、寒さが厳しくな

ると外出する機会も少なくなり

ます。いつもよりちょっとだけ近

所の様子を気にしてみてくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

しゃしん 

 

～みんながいつまでも安心して暮らせる地域を目指して～ 

日時：平成 31 年 2 月 22 日(金)午後 1 時 30 分～午後 3 時 00 分 

場所：吉川市中央公民館 ホール 

講師：公益財団法人消費者教育センター総括主任研究員 

   中川 壮一 氏ほか 

申込：吉川市商工課消費労政係  

電話 048-982-9697(直通) FAX048-981-5392 

E-mail syoukou2@city.yoshikawa.saitama.jp 

  

 

例年行っていた「見守りネットワ

ーク連絡会」ですが今年度は開催い

たしません。ぜひ、左記の講演会へ

のご参加をお待ちしています。 

 

 

年は気温差の激しい日が続き、体調を崩した方も多いのではないでしょうか。2018

年も残り僅かとなりました。今年も吉川市要援護者見守りネットワーク事業にご協力い

ただき誠にありがとうございました。来年も多くの市民が安心して暮らせる吉川市を目

指して、見守りネットワークの活動にご理解・ご協力の程よろしくお願いします。 

     協定事業所７４ 行方不明者数について 孤独死について 

 

見守りネットワーク講演会 
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見守りネットワーク連絡会 
について 

毎日配達される新聞は、社会情勢を伝えるだけで

なく、異変に気づく大切な役割も担っています。

今回は染谷新聞店で配達を担当している方が対応

してくれた事例を紹介します。 

有限会社 染谷新聞店 事例１：配達区域で認知症の高齢者を保護 

 配達区域内で高齢の女性がいました。話しの会話につじつまが合わず、や

っとの思いで住所・氏名を聞き、自治会役員さんへお預けしました。認知症

がかなり進行している方だったので大事にならずに済んでほっとしました。 

事例２：新聞が溜まっていた独居のお宅 

 いつも点いている部屋の電気が点いておらず、ドアポストに新聞が溜

まり始めました。その様子を見て地域包括支援センターに連絡しました。 

入院中であるとの返事。こちらも孤独死などの最悪なケース 

ではなく安心しました。 

 


